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向後千春
『世界一わかりやすい教える技術』

（技術評論社, 2020）

「教えること」を教える先生が書いた、
教え方のバイブル!
部下も自分もラクに仕事が進められる、
教え方の極意がここに。
これなら誰でも「教え上手」になれる! 

入門書 3

向後千春
『上手な教え方の教科書』

（技術評論社, 2015）

「教えること」を教える先生が書いた、
教え方の教科書の決定版!「教えること
の科学と技術」であるインストラクショ
ナルデザインの理論が、語りかけるよう
なやさしい説明と楽しいマンガで、する
するわかります。

専門書 4

(1) オンライン授業とその運営技術
(2) オンラインでのグループワーク
(3) 評価の方法
(4) インストラクショナルデザインモデルによる基礎
(5) オンライン授業のメリット

話題提供
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オンライン授業とその運営技術

(1)
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授業・研修の形態と組み合わせ

オンデマンド
（非同期）

対面

オンライン 
ライブ（同期）

オンライン 
ライブ（同期）

オンデマンド
（非同期）

オンライン 
ライブ（同期）対面

単独 ブレンド

ハイフレックス

オンデマンド
（非同期） 対面 反転授業

反転オンライン
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オンデマンドビデオ 
と課題

対面授業 
または

オンラインライブ
オンライン 
フォローアップ 次のサイクル

対面／オンラインの 
グループワーク基本概念を問う課題

グループワークで何を学
んだかを書く課題

学んだことを価値づける
コメントと結論

Ideas Connections Extensions

反転授業による柔軟なスケジュール

ICEモデル

8
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授業・研修運営に必要な個別技術

無理のない 
プログラム

意味のある 
タスク

効果的な 
フィードバック

フォーラムの 
運営

グループワーク
の運営

相互作用コース全体

プロジェクト
の運営

ルーブリック 
の作成

相互評価の 
運営

評価

オーセンティッ
クな課題

ラーニング
アナリティクス

デジタル
ポートフォリオ適応型テスト 説明支援 心理資本の測定

データサイエンスとAIによる支援

9

オンラインでのグループワーク

(2)
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マイクロフォーマット

グループワーク（議論／実習）の効果的な形式

11

Google Jamboardの利用 12

ブレーンストーミング的なアイデア出し

13

個人のプレゼンシートにコメントを貼る

14

個人ごとに振り返りを書いてもらう

15

３人が互いにコメントを貼り付けていく

16
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評価の方法

(3)

17

評価や課題について 18

インストラクショナルデザイン理論とモデル

ガニエ9

ARCS-V

ロケットモデル

マイクロ 
フォーマット

レッスン・
ゲームモデル

運営コース設計

３ステージ 
モデル

評価

ICEモデル

向後の提案

No Rating

ポートフォリオ
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インストラクショナルデザイン
モデルによる基礎

(4)
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インストラクショナルデザイン理論とモデル

コース設計

ガニエ9

ARCS-V

ロケットモデル

マイクロ 
フォーマット

レッスン・
ゲームモデル

運営

３ステージ 
モデル

評価

ICEモデル

向後の提案

No Rating

ポートフォリオ
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ガニエの9教授事象のオンライン化

反転授業
オンデマンドビデオ

対面授業
オンラインライブ

オンライン 
フォローアップ

教えるときの基本ステップ

22

ケラーのARCS動機づけモデル

学習はARCSの4側面から動機づけされる

23

オンラインコースのロケットモデル

ニーズ

ゴール

活動 フィード
バックリソース

1セッション

向後千春『上手な教え方の教科書』 
（技術評論社, 2015）

24
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マイクロフォーマット

グループワーク（議論／実習）の効果的な形式
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・単技能の練習 
・典型例による練習

レッスン ゲーム

・技能の組み合わせ 
・複雑な状況下

創造

・独自の工夫 
・レッスンを超える

レッスン／ゲームモデル 26

良いコース
良い仲間

良い師

入門段階 中級段階 熟達段階

自分がどの段階にいるかは、
上達のために何が重要かによって判断できる

３ステージモデル 27

好きになってもらう
・スモールステップ 
・たくさんの成功体験 
・比べない

仲間と鍛錬し合う 
・グループワーク 
・同レベルでゲーム 
・協力としての競争

自分で研鑽する 
・良い師を見つける 
・個別指導を受ける 
・入門者を教える

入門段階

中級段階

熟達段階

各ステージの教え方・学び方・ゴール
教え方 学び方

典型例によって
概念を学ぶ

事例によって
応用を学ぶ

理論化することで
枠組を超える

ゴール

遂行する
・受け入れる 
・マネをする

改善する
・組み合わせる 
・流暢にできる

創造する
・理論化する 
・拡張する
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オンライン授業のメリット

(5)
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(1)
安全である

ほどよい交流距離の非侵襲的な空間で学ぶことができる

30

(2)
クリアである

クリアな言語を媒介にして伝えられ、空気を読む必要もない

31

(3)
記録が残る

すべての学習活動とフィードバックの記録が残る

32
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(4)
パッケージに
しやすい

短いビデオ教材をユニットとして組み合わせる

33

(5)
スケーラブルである

10人でも1,000人でも対応できる

34

(6)
対面授業を

より効果的にできる
対面でしかできないことを対面でするためにオンラインを使う

35

まとめ 36
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追随してくれる教員が
いませんでした……

やっと
俺の時代が
来たぜ
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,2016 CBE ――
(USA)

https://www.babel.edu/the-professional-
translator/mission029/

67
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